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Abstract– “Strategic management” is appropriate in each functional field such as organization, hu-
man resources development, research and development, marketing, finance, accounting, production
/ distribution, legal affairs, etc. for the purpose of adapting to dynamic environmental changes. It
means management that realizes the survival and growth of a company by selecting strategies and
developing them comprehensively. The Society conducts these activities with university faculty and
researchers, consultants, consulting companies, law firms, think tanks, audit corporations, and corpo-
rate management planning, marketing, finance, human resource development, etc. who are familiar
with actual trends and practices. We aim to promote it in collaboration with professionals in our
department.
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1. 設立の趣旨

本学会は，タービュラントで不確実な環境下で企業の存
続・成長を実現してゆく上で有効な「戦略経営」―Strategic
Management―というフロンティアの開拓を目指して構
想されたものであり，Dynamic, Strategic & Syntheticを
旗印としています [1]．
今世紀に入り，グローバル化・デジタル化の進展に

よるダイナミックな環境変化の中で，企業経営において
「選択と集中」戦略の必要性が叫ばれていますが，一部の
成功事例を除いて，わが国企業の苦戦は続いています．
その直接的な原因は，わが国企業における「戦略経営」
の欠如にあると考えられます．
「戦略経営」とは，ダイナミックな環境変化への適応
を目的として，それに合わせて組織，人材開発，研究開
発，マーケティング，ファイナンス，アカウンティング，
生産・流通，法務等々の各ファンクショナル分野におい
ても適切な戦略を選択し，それらを総合的に展開するこ
とによって企業の存続・成長を実現してゆく経営を意味
します [1]．
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しかしながら，「戦略経営」を研究対象に，総合的な
見地からの体系的な「戦略経営」論が確立されてはおら
ず，またわが国の学会も存在していないといえます．本
学会では，「戦略経営」という新領域の確立（新しい戦
略経営理論”の構築を試みる）と，それによるわが国の
企業の再生への貢献を目標に設立されました．
本学会は，それらの活動を，大学教員・研究者と，現

実の動向や実務に通じたコンサルタント，コンサルティ
ング会社，ローファーム，シンクタンク，監査法人，お
よび企業の経営企画，マーケティング，財務，人材開発
その他の部門のプロフェッショナルとのコラボレーショ
ンによって推進することを目指しています．

2. 国際戦略経営研究学会の目的

国際戦略経営研究学会（英文名：The International
Academy of Strategic Management）は，戦略経営および
関連分野の研究および教育ならびに経営実務の指導・改
善に資することを目的としています [1]．
本学会の活動は，(1)全国研究発表大会，研究部会に

よる発表会，学術講演会等の開催，(2)査読付学会誌の
発行による会員の研究，教育，その他の活動の支援，(3)
研究部会による活発な研究活動，(4)戦略経営に関する
研究・教育についての政策提言及び国内外の関連機関と
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の提携および交流，(5)学会ニュースおよび出版物等の
刊行を主な活動としています．

3. 活動運営体制

本学会の役員は，会長 1名，常任理事 7名以内，理
事 30名以内，幹事 30名以内，監事若干名以下の役員に
より運営されています．また，理事会の決定をもって特
別参与，相談役，顧問，アドバイザーを置くことが出来
ます．
委員会は，総務企画委員会，学会誌編集委員会，研究

部会運営委員会，渉外・国際委員会，総会・大会企画運
営委員会から構成されます．
会費は，正会員会費 8千円，準会員会費 5千円，賛助

会員会費 1口（5万円）以上となっています．
事務局は，〒 162-0801　東京都新宿区山吹町 358-5

　アカデミーセンター国際戦略経営研究学会（IASM）
iasm-post(at)bunken.co.jp，TEL：03-6824-9369　 FAX：
03-5227-8631が担っています．

4. 学会誌の発行

学会誌 “Journal of Strategic Management Studies”
（JSMS：紙媒体英文誌）は，年 2回の刊行を目標とし，招
待論文，査読論文，研究ノート，書評などからなります．
本ジャーナルは，「英文で査読論文を発表したい」とい
う会員の動機に応えるものです．特集テーマに関わる招
待論文（執筆者の要望に応じて査読の場合もあり），自
由テーマで投稿された査読論文，研究ノート等からなる
ものです．これは経営学系のジャーナルとしては先駆的
な試みであり，「国際」戦略経営研究学会として，「戦略
経営」（の概念）を国内はもちろん海外へも発信して行
くという本学会の使命を果たすために考えたものです．
査読の段階では，日本語で書かれた原稿を投稿し，掲載
が許された後で英文化することも可能です．
『戦略経営ジャーナル』（電子ジャーナル）は，緊急

性，実践性の追求という性質上，原稿がそろえば，随時
刊行しています．本誌では，公表を急ぐ論文，実践性の
強い課題に関する論文，事例紹介，調査報告等からなる
ジャーナルである．実践性に重点を置いた視点から評価
された査読論文を含んでいます．
本ジャーナルは， 1⃝特集テーマに関わる招待論文（執

筆者の要望に応じて査読の場合もあり）， 2⃝自由テーマ
について投稿された査読論文，査読研究ノート， 3⃝リ
レー連載，事例研究，事例報告，調査報告および書評に
より構成されます．

Table 1: 論文研究会の研究対応領域．

　（出所）http://www.iasm.jp/index.htmlから引用．

Table 2: 実践研究会の研究対応領域．

　（出所）http://www.iasm.jp/index.htmlから引用．

Table 3: 中長期研究会．

　（出所）http://www.iasm.jp/index.htmlから引用．

5. 研究対象領域

本学会の研究会は，大きくは論文研究会，実践研究会，
中長期研究会の 3つの研究会から構成され，研究対応領
域と研究部会の位置づけは，Table 1～ 3の通りとなり
ます．
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